
 

平 成 ２ ７ 年 １ ２ 月 ２ ４ 日 

総合政策局公共事業企画調整課 

 

平成 27年度 次世代社会インフラ用ロボット現場検証 （総括） 

総実施現場１２箇所、総技術数８０技術、総勢５７９名 

＆ 

明日(12/25)・AM１０時より、ポータルサイトにて動画・写真を配信開始 
 

 

国土交通省では、労働力不足が懸念される中、今後増大するインフラ点検を効果的・効率的

に行い、また、人が近づくことが困難な災害現場の調査や応急復旧を迅速かつ的確に実施す

るための「次世代社会インフラ用ロボット」の開発・導入を促進しております。 

今年５月に「点検ロボット」及び「災害対応ロボット」について民間企業等への「公募」を行い、

１０月から１２月に、産学官の有識者からなる「次世代社会インフラ用ロボット現場検証委員会」

により『現場検証』を実施して参りました。 

今般、全ての『現場検証』が終了しましたので、その実施状況をお知らせします。 

今後、年度内に、委員会での審議を経て「評価結果」を公表致します。 

 

１． 実施期間：   10月 23日～12月 18日 

２． 実施箇所：   全国１２現場   （資料１） 

３． 現場検証実施技術数      （資料１） 

      橋梁維持管理： ２３技術 （２１技術 ※重複除き、以下同様） 

  トンネル維持管理： １８技術 （１３技術） 

  水中維持管理： １７技術 （１３技術） 

  災害調査：  １４技術 （１４技術） 

  応急復旧：   ８技術 （８技術） 

   合計：  ８０技術 （６９技術） 

４． 一般等の参加者数：  総勢５７９名   （資料１） 

５． 現場状況の動画等の配信開始： １２月２５日午前１０時～ （資料２） 

     現場検証の写真、動画、技術情報を、専用のポータルサイトにて配信します。 

 

 

問い合わせ先 

国土交通省 総合政策局 公共事業企画調整課   
増、中根（内 24921,24922） 

TEL 03-5253-8111（代表） 
03-5253-8286（公共事業企画調整課直通） 
03-5253-1556（FAX） 
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資料－２ 

 



次世代社会インフラ用ロボット開発・導入 －施策概要－ 

【５つの重点分野】        （平成 25年 12月 24日 国交省・経産省策定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【現状と課題】 

・少子高齢化、人口減少による建設産業における労働力不足の懸念 

・インフラの老朽化に対応した効率的な維持管理及び更新 

・大規模災害への迅速な対応 

【取組み内容】 

・国交省と経産省が共同でロボット開発・導入が必要な「５ つの重点分野」 

を策定し、これらに対応できるロボットを民間企業や大学等から公募し、直 

轄現場で検証・評価を行うことにより、開発・導入を促進 

 

【当該取組が記載されている政府の提言等】 

 「ロボット新戦略」（H27.2.10 日本経済再生本部決定） 

「科学技術イノベーション総合戦略 2015」 （H27.6.19 閣議決定）  

「世界最先端ＩＴ国家創造宣言」（H27.6.30  閣議決定）  

「日本再興戦略 改訂 2015」 （H27.6.30  閣議決定） 



次世代社会インフラ用ロボット開発・導入 《H27現場検証の実施状況報告》

※ ⑩⑪⑫については、事務局にて現場検証を行い、委員の立会（報道機関向けの公開）は行っておりません。

資料－１

平成２７年度次世代社会インフラ用ロボット現場検証実施状況

総数 （重複除き）

23 21 277

② 11月2日（月） 蒲原高架橋 142
④ 11月17日（火） 幸久橋 135

18 13 54
⑧ 12月9日（水） 施工総研トンネル 54

⑩
10月23日（金）

～
12月2日（水）

宮ケ瀬ダム管理用トンネル ※

17 13 108
① 10月28日（水） 妙見堰 58
⑥ 11月24日（火） 天ヶ瀬ダム 50

⑪
12月1日（火）

～
12月8日（火）

弥栄ダム ※

14 14 99
⑦ 11月27日（金） 雲仙普賢岳 35
③ 11月6日（金） 国総研実大トンネル 35
⑨ 12月18日（金） 赤谷地区 29

8 8 41
⑤ 11月20日（金） 雲仙普賢岳 41
⑫ 12月10日（木) 栗平地区 ※

80 69 579全分野計

橋梁維持管理

トンネル維持管理

災害調査

応急復旧

水中維持管理

応急復旧合計

分野 参加者数

橋梁合計

トンネル合計

水中合計

災害調査合計

No. 実施日 実施場所

5
18

8

10

4
8

検証実施技術数

5

3
6
5

7
1

京都府宇治市

⑥天ヶ瀬ダム【水中維持管理】

新潟県長岡市

-1-

茨城県那珂市～常陸太田市

②蒲原高架橋（床版橋）
【橋梁維持管理】

静岡県静岡市

広島県大竹市～山口県岩国市

静岡県富士市

奈良県五條市

⑨赤谷地区（土砂崩落現場）
【災害調査】※河道閉塞

雲仙普賢岳（火山災害現場）
【⑤災害応急復旧、⑦災害調査】

④幸久橋
（鋼橋 ，コンクリート橋・橋脚 ，支承部）

【橋梁維持管理】

⑪弥栄ダム
【水中維持管理】

①信濃川 妙見堰
【水中維持管理】

茨城県つくば市

Ｈ２７年度
現場検証
実施箇所

③国土技術政策総合研究所【災害調査】
（トンネル崩落現場）

神奈川県相模原市

⑩宮ヶ瀬ダム管理用トンネル
（青山トンネル・韮尾根TN）
【トンネル維持管理】

奈良県吉野郡

⑫栗平地区（土砂崩落現場）
【災害応急復旧】排水作業

⑧模擬トンネル
（施工技術総合研究所）
【トンネル維持管理】

長崎県南島原市



 

現場状況の写真・動画・技術情報の配信開始：１２月２５日午前１０時～ 

 

 

※写真、動画等は、随時更新します。  

資料－２ 
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